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使用したビーム等 

ビームライン上にターゲットを置き、生成する 1GeV/c 程度の陽電子を利用した。 

実験目的 

DC3と TOF wall の間にサンプル検出器（波長変換ファイバーを用いた電荷識別ホドスコー

プ）を設置し、陽電子ビームに対するエネルギー応答を測定、各サンプルの荷電粒子に対す

る検出効率、エネルギー分解能、位置分解能、時間分解能を評価する。 

実験報告 

サンプル検出器はプラスチックシンチレータ(PS)に波長変換ファイバー(クラレ Y11)を等間

隔に敷き詰めたもので、ファイバーの両端は光電子増倍管を接続し、ADCで光量の測定をし

た。PS 厚、ファイバー径、ファイバー間隔、ファイバー接着面を変えた 5 つのサンプル(表

1)のエネルギー応答を測定した。サンプル検出器へ入射した陽電子の位置の特定は 1mm 径

のシンチレーティングファイバーによる xy ホドスコープと背面に設置したプラスチックシ

ンチレータで行った。いずれのサンプル検出器も入射位置によらず 99%以上の検出効率があ

ることが確認された。現在、位置分解能、エネルギー分解能、時間分解能の解析を行なって

いる。 

PS厚 5mm 3mm 5mm 5mm 5mm 

ファイバー径 1mm 1mm 2mm 2mm 2mm 

ファイバー間隔 1mm 1mm 4mm 7mm 4mm 

ファイバー接着面/読み出し 片面/1次元 片面/1次元 両面/2次元 両面/2次元 片面/1次元 

表１ 使用したサンプル検出器 


